






第９回 世界の化石展
－化石は太古の記憶、神の彫刻である－

（医）康仁会 理事長 髙比康臣

土日(15日 ･ 16日) ： 午後1時 ～午後5時

午前10時～午後5時

場所：西の京病院 ４Fメビウスホール

1.“飛行化石”
昆虫（トンボ、蝶、ハチ、セミ）、鳥、翼竜、こ

うもりなどの化石は、“飛行化石”と呼ばれ、完全
な形の化石は稀です。今回はとくにジュラ紀の“め
ずらしいトンボ”と“多種類の鳥”の化石が、展示
されます。

2.“黄金色のアンモナイト”
いつも展示しているオパール化したアンモナイト

は、赤・緑・黄・橙・紫などの美しい虹色をしてい
ます。今回は極めて稀な“黄金色のアンモナイト”
が初登場します。

3.“は虫類から恐竜へ”
恐竜は、は虫類から進化したものであることは、

ほぼ間違いないところですが、未だ多くの謎が解明
されていません。今回は、恐竜よりもはるかに昔の
は虫類も展示しています。

日時：平成30年12月10日（月）～16日（日）

説明会：10日（月）、14日（金） いずれも午前10時30分～

《今回のテーマ》

髙比理事長
による

【 お 知 ら せ 】


